県臨床細胞学会の講演（静岡県医師協同組合助成講習会）
講演要旨

「静岡社会健康医学大学院大学ってどんなところ？/遺伝医療の現在位置」

静岡社会健康医学大学院大学/静岡県立総合病院リサーチサポートセンター
臼井　健


医療機関で日々病気を抱えて来院される個々の患者さんに対して、的確な診断と適切な治療をする、というのが我々医療従事者のシンプルなミッションです。一方で個々の患者さんの抱える病態ではなく、集団の健康状態を把握したり場合によっては介入を行い社会全体の健康維持や疾病予防、健康寿命の延伸を図ろうとするのがいわゆる社会健康医学的なアプローチであると言えます。
静岡社会健康医学大学院大学は2021年4月に「その挑戦が社会をもっと健康にする」というキャッチフレーズで開学した大学院大学です。公衆衛生学、疫学、医療統計学、ヘルスコミュニケーションなど様々な分野の専門家が教員を務めています。一方学生はほとんどが社会人で医師、歯科医師、薬剤師、理学療法士、検査技師、保健師など多種多様な背景を有する学生が学んでいます。この講演で本校の概要や魅力をご紹介したいと思います。
また本校の特徴のひとつとして特別コースとして「遺伝カウンセラー養成コース」を2024年度に県内で初めて設置いたしました。医療現場で遺伝カウンセラーが活躍する時代になりその人材育成の重要性が認識されています。私は静岡県立総合病院においても遺伝医療の現場で活動している立場です。本講演では遺伝医療の歴史、現状、未来についても紹介したいと思っています。
